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(1）プロジェクトの背景・目的
従来、単結晶あるいはアモルファスシリコンでp-n接合させた太陽光発電ノミネルは商品
レベルで実用化されているが、製造コスト（エネルギーコスト）が高く、現在の状況では商
品価格を電気エネルギーとして回収するには20数年間を要する。この解決策として現在は太
陽エネルギーの利用効率を向上させるとともに、安価な太陽光発電パネルの開発が要求され
ている。
一方、光触媒酸化物半導体と金属電極の聞に電解質を配したセルは、公知であり、この原
理はグレッツェルによって更に進展している。本フ。ロジェクトは光触媒能の異なる酸化物半
導体を電極として用いると、光励起により異なる電子のフェルミー順位を持つ電極の作製が
可能であると考えた。このことより、光触媒能の異なる電極を組み合わせて光電流が取り出
せるかどうか、また、それら酸化物半導体の安価で簡単な作製方法が可能性かどうかを検討
し、安価な太陽光発電パネルの開発を目的とした。
(2）研究成果
安価で簡単な酸化物作製法として本プロジェクトで開発した液相法であるアドバンストゾ
ルゲ、ノレ法を用いた。
電極として用いた Ti02、Sn02ラおよび導電性を持つIr02薄膜はそれぞれの前駆体溶液を調整
し、溶液をスピンコート乾燥後 500℃焼成して作製した。 Ti02前駆体溶液の製造方法および
溶液の外観を図 1~こ示す。溶液は透明性を有している。
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図1 Ti02前駆体溶液調製方法
Sn02およびlr02前駆体溶液は塩化物を出発物質に用い、アルコキシドを作製の後 Ti02と同様
に調整した。 lr02の場合を図 2~こ示す。混合膜はこれらの溶液を所定の割合で混合し、還流
後、濃縮、希釈し、混合前駆体溶液とした。
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図2 Ir02前駆体溶液の調整法
得られた膜の X線回折結果を図 3に示す。いずれの場合も混合酸化物ではなく Ti02結晶に
Sn02またはTi02が固溶していることを示している。また、膜は透明で、良い密着性が得られた。
アドバンストゾルゲ、ル法と通常のゾルゲ、ル法で、作製したTi02単独膜の光触媒特性について
比較検討した。膜上に光照射に伴う分解物質としてフラーレンを塗布しナトリウムランプで
分解させたときの残留炭素の経時変化を図 4に示す。従来のゾルゲ、ル法に比して本法の膜で
きわめて高い光触媒活性が得られた。ここで得られた Ti02前駆体溶液に Sn02溶液を添加し
た前駆体溶液を用いて薄膜を作製し、光触媒特性を検討した。 Ti02、Sn02および両者の積層
薄膜の墨汁分解に伴う経時変化を図 5＇こ示す c Ti:Sn=3: 1の混合比のとき非常によい分解能
力、すなわち、高い光触媒能を示した。この結果をもとに、太陽電池の陰極にはTi02:Sn02=3:1
の混合膜を使用した。
FTOガラスに TiOrSn02酸化物薄膜陰極および陽極として Ti02占02薄膜をコートし太陽電
池を構築した。セルの概要を図 6に示す。
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図4 製膜方法による光触媒活性の比較
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図5Ti02・Sn02薄膜の紫外線照射による墨汁分解の経時変化
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図6. 太陽電池の構成と回路
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図7 Ti02:Ir02の種々の混合比における光発電力
Light Source : Black Light、UV(350nm):2.0mW/cm2 
陽極の Ti02:Ir02の比を変え起電力測定を行った結果を図 7に示す。 lr02濃度が増加するに伴
い起電力は高くなり、 Ti02:1r02= 9 : 1で最も高い出力が得られたことから、この混合比の薄
膜を陽極とした。
電解液にヨウ素ゲ、ルを用い、太陽電池の光応答性および出力測定を行った。結果を図 8に
示す。光応答性を示し、試作した電池が光電池として作動している。起電力として電圧0.45V、
電流 500μA、電力 0.23mWが得られた。このセルを 6個直列に連結したところ図 9に示すよ
うに、 LEDの発光を確認した。発電効率は照射光2.0mW/cm2に対して電流31μ A/cm2、電力
0.014mW/cm2であることから 0.7%と低い結果であるが、今後更なる光触媒膜の開発や積層化
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により、より高効率化を図りたい。
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図8 太陽光発電パネルの電圧、電流の測定結果と電力
光源フ、、ラックライ卜 UV(350nm):2. Om W/cm2 
図9 作製したデバイスを用いてのLEDの発光
(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）
特許
発明の名称：光触媒型太陽光発電システム
出願番号 ：特願2006-55963
出願人 ：富山大学
発明者 ：蓮覚寺聖一
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想
Iir田〈ョ〉
ワット数の小さな電機機器に応用。たとえば道路標識用パネルなど
（起業計画，市場での応用・効果，特許化構想）
(5）利用施設
VBLの施設名：クリーンルーム
利用内容：光触媒膜コート、電池性能評価
頻度： 6時間／1日、 200日／年
